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分子神経病理学分野
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脳

ニ ュ ー ロ ン （神経細胞）

脳 は 1
，
0 0 0 億 もの ニ ュ ー ロ ン か らな り、

一

個 の ニ ュ
ー

ロ ン ほ他 の 約1
，
∝旧 個か ら

の 情報 を受けて い る。

私 た ち の 脳 は1 ．
4 k g 程あり神経細胞 は 川 氾 健 か らな りそ れ 以上 の 数の グリ ア細胞 に よ り囲ま れ支持 さ れ栄養 を与え ら

れ て い る 。 私達は こ の 豊富な神経細胞を生涯 かけて も 1 割程度 しか使うこ としか で きませ ん 。 こ れ らの 神経細胞 は 数

ミ リ の 場所 の 違 い で そ れ ぞれ の 働き機能、 放出 して い る物質が 遠 い ますQ そ れ らの 分子 レ ベ ル で の 検索 に IS H 法 は 重

要 で あ る。

袈銀血管染色 鍍銀血管染色 の 拡大 鍍銀血管染色 の 拡大

血管 の み が 染め 出され て い ます。 灰自質は 特に 黒く多く の 血管 が ニ ュ ー ロ ン や

グ リ ア に 酸素や 栄養を運搬す る ため で す0 拡大 で は レチ タリ ン が 網状 に染色さ

れ て い る 。

B ∝li a n 染色

多く の 線推 に より構成 さ れ

て い る 。

ゴ ル ジ 染色

樹状突起 に ス パ イ ン が 見

えます。 1
，
∝氾 から 1 万個

あり入力 シ グ ナ ル を受け

取 る場所 。

炭酸銀染色

色 々 な 形 を し た グ リ ア 細胞

が 見られ る 。
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（gli al B b ri 11 ar y a Ci di c p r o tei n）

免疫酵素抗体法 ：

15 年前頃 よ り盛 ん に 行 わ れ

て きた。
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組級上 の個 々 の 細胞の m R N Å の発現を検出

れ 扇b h y
餌 d 抽 出叫 IS H】法
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I S E 法 は染色体、 細胞あ る い は組織

切片 の 形態を保存した 状態で、 蘭異

的な核酸配列 を検出す る技術 で す 。

IS H 法に より遺伝子 D N A 、 R N A 、 タ

ン パ ク質で は発現 レ ベ ル と顕微鏡的

な 形態学の 空間的な情報とを関連づ

ける。
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胎生 16 日
、
脳 、 脊髄 に m R N A が発

現 して い る。 生後1 0 日大脳皮質、 小

脳 に 皿 R N A 発現 して い る。

IS H 接プル キ ニ ュ 細胞 の 胞

体 に m R N A の 発現が あ るQ

免疫酵素抗体法プル キ ニ エ

細胞の 樹状突起 と 軸索も染

色され た 。
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末端 に ラ ベ ル を入 れ ス ラ イド

グラス 上の 組織に の せ る A ⇔ T ・ G

⇔ C が相対的に結合する 。

胎生 1 6 、 1 8 日 で 脳 、 脊 髄 に

m R N A が 発現 して い る生後 30 日

で殆どな くな る 。

－

108
－

ラ ッ ト胎児に発現する

m R
．
N A

D iff e r e n ti al S c r e e ni n g 法で み つ

けた 胎生期 に お ける脳選択的

ク ロ
ー

ン で IS H を試み る。
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胎生 16 日 に豊富に 発現 して い

る ク ロ ー ン を拾う。

胎生16 日の 大脳皮質、 目、 脊

髄節 、 腸管節 に 発現 して い

る 。
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情動 、 快 、 不快の 発現 メ カ ニ ズ ム

嬉 し い
、 悲 し い な ど の 感情 は脳 で

作 られ る。 脳内で い く つ か の モ ル

ヒ ネ棟物質が作られ る 。 そ の 物質

を オ ビ オイ ドと総称 。
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喜びや悲しみ などの 感情は脳 で作られる こ とは間違 い な い で しょ うが 、 どの ようなメ カ ニ ズ ム

で感情 が生み出され る の か殆 どわか っ て い ませ ん 。 オピオイ ドと総称され るモ ル ヒネ様の 生理作

用をする物質 、
その作用 が重要なものの

一

つ であ る と考えられて い ます 。 最近「脳内革命」 と い

う ベ ス トセ ラ
ー

本の 中にも脳内モ ル ヒネの重要性を紹介 して い ます。 この 中で 言 っ て い る脳内モ

ル ヒ ネとは正確 には い く つ かある内因性オ ピオイ ドの ことで す。 オ ピオイ ドはオピオイ ド受容体

と い う特定の部位 に作用する こ とがわか っ てきて い ますが 、 私達は この オピオイ ド受容体 の機能

を研究 して い る 過程 で オピオイ ド受容体が機能する とき G タ ン パ ク質で活性化さ れる カリ ウ ム

チ ャ ネル（G I R K） と共役する ことを電気生理学的実験から見 い だ しま した。 さら にオ ピオイ ド受

容体と GI R K チ ャネル の m R N A が脳内の神経細胞で 共存 して い る こ とを IS H 法で明 らか に する

こ と が できま した。

非 M in き 血 h y b rid id 血 d o n 法

くOtig o c 010 u r kit）

ヰ％ pF A 凪 定 30 介

温 血 lO 介

ト ライトン 1 0 オブロ テ ィ ナ
ー ゼ m 10 分

グリ シ ン ／P B S lO 升

酢醜 ユ0℃5 介

ハ イ プリ バ ッ プ ア ／ホル ム アミ ド等量

ブ ロ ー プ （蛍光機微 オリ ゴ ヌク レオチ ド）

9 0 ℃ 3 升、 3 和 之時間

洗い （1）の ロ）

ブ ロ ッ キ ン グ

ア ル カリホ ス フ ァ タ
ー

ゼ凛 触 覚光新体 3 0 分
・

発色基 質 N B T ／8 C P 4 時 間 一 加 時間

ま とめ

h si m h yb ddid 血 ti o n 法の 利 点 （特徴）

1 ． 組織 切片上で m R N A の 検出 がで きる

ユ． 産生細 胞の 同定に 良 い

3 ． 新規遺伝 子 に つ い て の 解析 が可能

＊ 遺伝子 や遺伝子産物の 組織上で の 検出は遺伝子 の役割、 機能状態の解明 に重要 である 。

＊ 病理学で は B i o p si e s 中の ウイ ル ス D N A 検出 がで きる 。

＊ 抗体を作 る こ となく新規遺伝子で組織上 で の細胞同定 が で き る 。
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